
議第７７号 呉市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 

 

１ 改正の趣旨 

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平

成２５年法律第２７号）の施行により交付が開始された個人番号カード（マイナ

ンバーカード）を利用し，コンビニエンスストアの多機能端末機を介した印鑑登

録証明書の交付を可能とするため，所要の規定の整備をするものです。 

 

２ 改正の内容 

現在，印鑑登録証明書の交付を受けるためには，所定の申請書に印鑑登録証を

添え市民窓口課や支所等の窓口に提出しなければなりませんが，平成２８年１月

から交付が開始された個人番号カードに記録された電子証明書を利用することに

より，コンビニエンスストアで印鑑登録証明書の交付が受けられるようにするも

のです。 

 このサービスを利用できるのは，呉市で印鑑登録をし，かつ，利用者証明用電

子証明書を搭載した個人番号カードを所有している本人に限ります。 

【参考】個人番号カードに記録される電子証明書について 

  個人番号カードには，インターネットを通じての申請や届出といった行政手続

やインターネットサイトにログインを行う際に，「成り済まし」やデータの改ざ

んを防ぐために用いられる本人確認の手段として，カードのＩＣチップに「署名

用電子証明書」と「利用者証明用電子証明書」という，公的個人認証サービスに

よる二つの電子証明書が記録できるようになっています。 

  「署名用電子証明書」は，氏名，住所，生年月日及び性別の４情報が記録され，

ｅ－Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）による確定申告など電子文書を送信

する際に使用します。 

「利用者証明用電子証明書」は，コンビニエンスストアでの証明書の交付時等

にログインした者が利用者本人であることを証明する際にその手段として使用し

ます。 

 

３ 施行期日 

公布の日から起算して６月を超えない範囲内において規則で定める日 

 

４ 新旧対照表 

現行 改正案 

（印鑑登録証明書の交付申請） （印鑑登録証明書の交付申請） 

第１４条 登録者は，印鑑登録証明書の交付

を受けようとするときは，       

印鑑登録証を添えて，市長に申請しなけれ

ばならない。 

第１４条 登録者は，印鑑登録証明書の交付

を受けようとするときは，所定の申請書に

印鑑登録証を添えて，市長に提出しなけれ

ばならない。 

  （多機能端末機を介した印鑑登録証明書

の交付申請等の特例） 

第１６条の２ 第１４条の規定にかかわら



現行 改正案 

ず，登録者は，自らの個人番号カード(行

政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律(平成２５年

法律第２７号)第２条第７項に規定する個

人番号カードをいい，電子署名等に係る地

方公共団体情報システム機構の認証業務に

関する法律（平成１４年法律第１５３号）

第２２条第１項に規定する利用者証明用電

子証明書が記録されているものに限る。)

を利用して，多機能端末機（本市の電子計

算機と電気通信回線で接続された端末機

で，利用者が必要な操作を行うことにより

印鑑登録証明書を発行する機能を有するも

のをいう。次項において同じ。）を介して

印鑑登録証明書の交付を市長に申請するこ

とができる。 

 ２ 前項の規定による印鑑登録証明書の交

付の申請があったときは，多機能端末機

により印鑑登録証明書を交付するものと

する。 

 

 


